題材構造図「Ｂ　衣食住の生活（衣住）」




















主体的に学習に取り組む態度








思考・判断・表現





知識・技能





貫く課題





第１題材　「快適な衣生活を目指そう」（全１１時間）








①衣服の働き


衣服と社会生活の関わりについて理解している。【生活文化の継承・創造】


Ｂ（４）ア（ア），Ａ（１）ア











　　　　　　　





衣服の働きについて，自身が毎日着用している衣服を思い出し，主体的に学習に取り組もうとしている。





②自分らしい着方


目的に応じた個性を生かす着用について理解しているとともに適切にできる。【健康・快適・安全】Ｂ（４）ア（ア）











⑥繊維の性質に応じた手入れⅡ


日常着の手入れの仕方について，家庭での実践計画を工夫し，課題を解決する力を身に付けている。【健康・快適・安全】


【持続可能な社会の構築】Ｂ（４）ア（イ）イ











③衣服の計画的な活用方法


衣服の計画的な活用の必要性について理解している。【健康・快適・安全】


【持続可能な社会の構築】Ｂ（４）ア（イ）














④衣服の選択


衣服の適切な選択について理解している。


【健康・快適・安全】


Ｂ（４）ア（イ），イ，Ｃ（２）ア








⑦よりよい衣生活を目指して


衣服の選択・手入れについて，自ら課題を設定し，解決する力を身に付けている。


【健康・快適・安全】【持続可能な社会の構築】Ｂ（４）ア（イ）イ（２）ア











⑤繊維の性質に応じた手入れⅠ


日常着の手入れの仕方について，理解している。【健康・快適・安全】【生活文化の継承】


Ｂ（４）ア（イ）イ











自らの衣生活に係る問題解決とその過程を振り返って，よりよいものとなるよう他者と協働して粘り強く改善・修正し実践しようとしている。





⑧⑨⑩⑪日常着の手入れ（マスク・マスク入れ製作）


日常着の手入れの技能を活用し，マスク，またはマスク入れを製作することが適切にできる。【健康・快適・安全】【持続可能な社会の構築】


Ｂ（４）ア（イ）イ（５）アイ　，Ｃ（２）ア，イ





　　　　　　　





第２題材　「健康・快適・安全な住空間を目指そう」（全５時間）








②住まいの安全


幼児や高齢者に家庭内事故の具体的な対策について理解している。


【健康・快適・安全】　


Ｂ（６）ア（イ），Ａ（３）ア（ア）（イ）











自分や家族の生活行為と住空間との関わりや住生活に対する思いや願いを考えながら学習に主体的に取り組もうとしている。





①住まいの役割と住まい方


住まいに必要な空間とその役割や日本の住まいの文化について課題を解決する力を身に付けている。


【生活文化の継承・創造】Ｂ（６）イ，Ａ（１）ア











⑤よりよい住生活を目指して


自分や家族にとって心地よい住まい方について考えたことを説明することができる。【健康・快適・安全】【協力・協働】


Ｂ（６）イ，Ｃ（２）ア











⑤よりよい住生活を目指して


自分や家族にとって心地よい住まい方について考えたことを説明することができる。【健康・快適・安全】【協力・協働】


Ｂ（６）イ，Ｃ（２）ア











②防災ポーチ計画


防災ポーチ製作に向けて，課題を設定し，中に入れるものやそのポケットの深さや幅などを工夫し，課題を解決する力を身に付けている。


【健康・快適・安全】Ｂ（５）ア（イ）














仲間と作品の評価・改善について話し合ったり，これまでの学習を振り返ったりして主体的に学習に取り組もうとしている。





・中学校で制服を着ることの意味を理解することができた。また，制服以外の衣服をどのように選択したらよいかも分かった。制服がほつれたら自分で直したり，汚れを落としたりすることもできるようになったので，制服を大切に３年間着ていきたい。


・自分の家は，台所とお風呂場に危険あることが分かった。また，家族の安全を考えた整え方も考えることができたので，自分の家を振り返り課題を見出し解決する方法を考えていきたい。


・自分の生活を振り返り，必要なものを工夫して手作りする良さを知ることができた。また，防災の大切さも感じることができたので，今度は家族の分の防災ポーチも作ってみたい。








衣服の役割を考えて衣服の購入や着用したり，衣服の材料や汚れに応じて正しく手入れや補修を行ったりしていきたい。


○安全で快適な生活空間をつくり出すために，空気調節や音，防災や家庭内事故を日頃から意識したり工夫したりしたい。


○快適・安全・持続可能な社会の構築に向けて，自ら衣生活・住生活を工夫していきたい。








④⑤⑥本体づくり（ポケットつけ）


ポケットや付属品の取り付けを，適切な場所に取り付けることが適切にできる。【健康・快適・安全】


Ｂ（５）ア（イ），Ｃ（２）アイ














③災害に備えた住まい方


家庭や地域における災害被害を防ぐための具体的な方法について理解している。


【健康・快適・安全】


Ｂ（６）ア（イ），Ａ（３）ア（ア）（イ）














自らの住生活に係る問題解決とその過程を振り返って，よりよいものとなるよう他者と協働して粘り強く改善・修正し実践しようとしている。





④健康で快適な住まい


安全な室内環境を整えることや，家族の生活や住空間にあった快適な住まい方を工夫し，課題を解決する力を身に付けている。


【健康・快適・安全】Ｂ（６）ア











⑤よりよい住生活を目指して


自分や家族にとって心地よい住まい方について考え課題を明らかにし，解決する力を身に付けている。【健康・快適・安全】【協力・協働】Ｂ（６）イ，Ｃ（２）ア











第３題材　「災害時に役立つ防災ポーチをつくろう」（全１０時間）








①生活をよりよくするには


防災ポーチ製作への意欲と見通しをもち，課題を解決する力を身に付けている。


【健康・快適・安全】Ｂ（５）ア（イ）








⑩実践発表会


より豊かな生活をつくり出すために，工夫改善し，課題を解決する力を身に付けている。


【健康・快適・安全】【持続可能な社会の構築】


Ｂ（５）ア（イ）








③裁断・ポケット作り


自分の願いを表した製作計画に従って，適切な縫い方で丈夫に縫うことが適切にできる。【健康・快適・安全】Ｂ（５）ア（イ）





 











⑦⑧⑨本体づくり（仕上げ）


仕上げの直線縫いやアイロンがけを，用具を安全に使い適切にできる。【健康・快適・安全】


Ｂ（５）ア（イ），Ｃ（２）アイ














防災ポーチを具体的に使用する場面を考え，学習に主体的に取り組もうとしている。





　　　　　　　





⑤よりよい住生活を目指して


自分や家族にとって心地よい住まい方について考えたことを説明することができる。【健康・快適・安全】【協力・協働】


Ｂ（６）イ，Ｃ（２）ア














